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 新築時の Zero Energy Buildings(ZEB)の設計で

は、まず建築計画的に徹底的な省エネ化を行い、

その上で建築設備の高性能化を適用します。さら

に、どうしても必要となる、最小化されたエネルギ

ー需要を太陽光発電等の再生可能エネルギー

（RE）で賄います（図 1）。 

 既存建物では、現在までにどのような運転がなさ

れていたかを確認することが最重要です。明確な

故障でない限り、管理者が不具合に気付くことは

困難ですが、専門家は BEMSの日報データ（毎時

データ）を分析することで、例えば以下のような問

題を発見できます。必要に応じ不足データを測定

することもあります。 

• 当初設計通りに施工や運転がなされていな

い。（定格能力が出ていない（図 2）、流量調

整が不十分など） 

• 経年劣化による効率低下がある。（配管のつ

まりによる抵抗増加など） 

• 現状機器でも、より省エネになる制御方法が

ある。（ポンプのインバータ制御の見直し、熱

源機器の優先順位の変更など） 

 このような作業をコミッショニング（Cx）と呼びま

す。特に竣工直後の一年間は、丁寧な Cx を行うこ

とを強く推奨します。吉永研では、新築・既築に関

わらず、BEMSデータを用いた Cxを積極的に受け

入れています。分析・可視化には有償の専用ツー

ルではなく、フリーの Python を用いており、10年

間のデータ分析でも軽量に動作します。また、Cx

後も継続して自主 Cxに活用して頂けるよう、分析

方法のレクチャーやソースコードの提供も可能で

す。 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

与条件（建物種類・ニーズ・立地・法規・コスト等）

パッシブデザイン｜必要な熱量（熱負荷）の最小化

• 空間の配置，建物形状，建材
• 方位（東西主軸），屋根勾配，構造
• 開口部の面積・方位・日射遮蔽材の最適化
• ライトシェルフ，自然採光

• 外壁と開口部の高断熱
• 躯体蓄熱の最適化，ナイトパージ
• 低放射による遮熱
• 外構（樹木による日射遮蔽・通風制御）

REによる創エネ

• 太陽光発電
• 風力発電
• バイオマス発電

設備の高効率化｜一次エネルギー消費の最小化

• 高効率ヒートポンプ
• クール／アースチューブ
• 搬送経路の短縮・抵抗最小化
• 負荷予測制御

• 太陽熱利用システム
• 地中熱利用システム
• 台数制御，インバーター制御
• LED照明，人感センサ

必要エネルギー

省エネ

図 1 新築時の ZEBの基本設計フロー 

図 2 既存設備で、熱源機の冷房・暖房出力が 

   定格値に至っていなかった事例 （破線が

定格値） 


